
『柔和な人々は、幸いである。その人たちは地を受け継ぐ』 

（マタイによる福音書 5 章 5 節） 

 1年の中でもたいへん過ごしやすい時期になりした。空気が澄み、遠くの山々も、月や星、花々も美しく、きれ

いに感じられます。天地を創造された神さまは、自然を通して御自分の存在を顕しています。 

子どもたちは入園、進級して半年経ちました。だんだん自立し、自我にも目覚めてきていると思います。人間

は共同体・集団の中では、秩序正しく、自分のためだけではなく、隣人と共に生きなければなりません。その根に

あるのは「互いに愛し合う」ということです。「共に、一緒に」ということが大切です。神さまに祝福され、お互

いに愛し合うために創られたのです。私たちは一つ生命を与えられ、家族や他者と共に生きて行くように創造さ

れ、望まれています。コロナ禍にあっても、家族やお友だち、先生が周りの近くの人たちに、いつも優しさや思い

やりをもちながら、心穏やかに成長してほしいと思います。私は大事ですけれども、同じように、私を守り、支え

てくれる人も大切です。私にだけ目を向けるのではなく、周りの人、近くにいることについても、心を向けなが

ら、毎日を過ごすことができたらさいわいです。大勢の周りの人びとに支えられ、守られていることに感謝の思

いをもち、毎日が喜びを感じながら歩んでいくことができたら、さいわいであります。 

 牧師 濱田 道明 
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主題 たのしい・たのしむ 目標 神さまイエス様に愛されたくさんの恵をいただいている事を感じる 

聖句 柔和な人々は幸いである。その人たちは、地を受け継ぐ 

マタイ５章５節 

讃美歌 ♪やさしいめが 

 ♪じぶんでつくった 

月の歌 さんぽ・くだものれっしゃ・おおきなうた 


